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1 階  

本
庁
舎
 

本
庁
舎
 

スタート！！ 
役場組織が新体制で 役場組織が新体制で 
スタート！！ 

 新
組
織
と
改
正
内
容
に
つ
い
て
 

　
　
　
（
（
 
 
）
内
は
統
合
す
る
旧
課
名
）
 

 　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
（
企
画
調
整
課
）
 

　
　
　
政
策
的
課
題
や
行
政
課
題
を
専
門
的
に
 

　
　
処
理
す
る
組
織
と
し
ま
し
た
。
 

 　
総
務
税
政
課
（
総
務
課
・
税
務
課
）
 

　
　
　
密
接
に
関
係
す
る
財
政
と
税
政
を
一
体
 

　
　
と
し
ま
し
た
。
 

 　
町
民
情
報
課
（
町
民
生
活
課
・
地
域
情
報
課
）
 

　
　
　
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
活
用
し
、
更
な
 

　
　
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

 　
経
済
振
興
課
（
地
域
振
興
課
・
農
林
課
）
 

　
　
　
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
町
の
 

　
　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
と
商
工
業
を
総
 

　
　
合
的
に
推
進
で
き
る
組
織
と
し
ま
し
た
。
 

 　
地
域
整
備
課
（
建
設
課
・
水
道
課
・
下
水
道
課
）
 

　
　
　
道
路
・
水
道
・
下
水
道
な
ど
、
生
活
す
 

　
　
る
の
に
必
要
な
社
会
資
本
を
総
合
的
に
整
 

　
　
備
で
き
る
体
制
に
す
る
と
と
も
に
、
事
務
 

　
　
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。
 

       　
　
　
秘
書
、
広
報
、
統
計
、
選
挙
、
人
事
、
 

　
　
給
与
、
文
書
管
理
、
情
報
公
開
 

 迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
 

　
　
　
　
　
　
　
組
織
体
制
を
確
立
 

 　
今
回
の
組
織
の
改
正
で
は
、
同
じ
よ
う
な
仕
 

事
や
関
連
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
る
課
・
係
を
 

ま
と
め
、
組
織
を
簡
素
化
す
る
こ
と
で
よ
り
迅
 

速
な
事
務
処
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、係
の
人
数
を
多
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 

職
員
間
の
業
務
の
共
有
化
を
進
め
、
担
当
者
不
 

在
に
よ
る
事
務
の
停
滞
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
 

縦
割
り
の
弊
害
を
無
く
し
、
柔
軟
に
業
務
が
進
 

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

                    　
◆
総
　
務
　
係
 

　
　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）
 

総
務
税
政
課
 45

│
２
２
１
１
 

○町長部局   
    11課・１室、27係・１班 
○教育委員会 
    ２課・１室、４係 

改
　
正
　
前
 

○町長部局   
    ５課・２室、14係 
○教育委員会 
    １課　　　、２係 

改
　
正
　
後
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議会事務局 

第2会議室 

総務税政課 
健康福祉課 町民情報課 

出納室 

宿直室 

入　口 

まちづくり政策室 

町長室 議長室 

大会議室

第一会議室 

2 階  

　
◆
国
保
医
療
係
 

　
　
　
国
民
健
康
保
険（
医
療
）、
老
人
医
療
、
 

　
　
高
額
療
養
費
、
乳
幼
児
医
療
費
 

 　
◆
健
康
支
援
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
予
防
接
種
、
感
染
症
予
防
、
検
（
健
）
 

　
　
診
、
生
活
習
慣
改
善
指
導
、
在
宅
健
康
管
 

　
　
理
シ
ス
テ
ム
、
食
生
活
改
善
指
導
、
母
子
 

　
　
保
健
、
歯
科
保
健
、
精
神
保
健
、
献
血
、
 

　
　
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
 

      　
　
　
公
金
収
入
・
支
出
、
決
算
、
物
品
保
管
 

      　
　
　
自
立
計
画（
住
民
自
治
基
本
条
例
）、行
政
 

　
　
の
基
本
方
針
、振
興
方
針
、国
土
利
用
計
画
 

       　
　
　
議
会
の
議
事
、
会
議
録
の
調
整
、
議
場
 

　
　
管
理
、
請
願
・
陳
情
の
受
理
、
常
任
委
員
 

　
　
会
、
監
査
 

　
◆
財
　
政
　
係
 

　
　
　
財
政
、
町
有
財
産
、
庁
舎
・
公
用
車
管
 

　
　
理
、
財
産
区
、
物
品
購
入
、
起
債
 

 　
◆
税
　
政
　
係
 

　
　
　
町
税
の
賦
課
・
徴
収
、
税
証
明
、
家
屋
 

　
　
調
査
、
申
告
納
税
相
談
、
軽
自
動
車
の
登
 

　
　
録
、
納
税
貯
蓄
組
合
、
字
限
図
 

      　
◆
町
民
生
活
係
 

　
　
　
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録
、
 

　
　
防
犯
、
交
通
安
全
、
消
防
、
環
境
衛
生
、
 

　
　
国
民
年
金
、
畜
犬
登
録
、
人
権
擁
護
 

 　
◆
情
報
通
信
係
 

　
　
　
　
　
　
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
 

　
　
Ｉ
Ｐ
電
話
、
電
子
自
治
体
、
農
業
気
象
情
 

　
　
報
 

      　
◆
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
生
活
保
護
、
児
童
福
祉
、
母
子
福
祉
、
 

　
　
障
害
者
福
祉
、高
齢
者
福
祉
、児
童
手
当
、
 

　
　
介
護
保
険
、
遺
族
援
護
 

 

町
民
情
報
課
 45

│
２
２
１
5

出
　
納
　
室
 45

│
２
２
1
7

ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

45
│
4
5
3
6

議
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
（
監
査
委
員
事
務
局
）
 

45
│
4
5
3
7

健
康
福
祉
課
 45

│
２
２
１
4
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入　口 

学校教育係 

公
民
館
 

公
民
館
 

教 育 長 室  

2 階  

1 階  

経 済 振 興 課  

地域整備課  

（農業委員会事務局） 

土
地
改
良
区
 

北
庁
舎
 

北
庁
舎
 

                               　
　
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
包
括
的
に
、
か
 

　
つ
一
貫
性
を
持
た
せ
た
施
策
の
実
施
、
運
営
 

　
の
強
化
を
図
る
た
め
、
一
つ
の
課
と
な
り
ま
 

　
し
た
。
 

        　
◆
地
域
活
性
係
 

　
　
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
雪
国
ま
つ
り
、
後
 

　
　
継
者
対
策
、
交
通
対
策
、
住
宅
団
地
、
定
 

　
　
住
促
進
、
地
場
産
品
 

 　
◆
商
工
観
光
係
 

　
　
　
企
業
誘
致
、
工
業
、
商
業
、
観
光
、
雇
 

　
　
用
対
策
、
自
然
環
境
保
全
、
未
組
織
労
働
 

　
　
者
、
消
費
者
行
政
、
物
価
対
策
、
貯
蓄
奨
 

　
　
励
、
観
光
施
設
管
理
 

 　
◆
農
林
振
興
係
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
 

　
　
　
国
土
調
査
、農
業
、米
穀
の
受
給
調
整
、
 

　
　
農
業
振
興
計
画
、
健
康
な
土
づ
く
り
、
林
 

　
　
業
、
森
林
整
備
計
画
、
鳥
獣
保
護
、
保
安
 

　
　
林
、
水
産
、
畜
産
 

       　
◆
事
　
務
　
係
 

　
　
　
工
事
の
入
札
・
契
約
、
町
営
住
宅
、
水
 

　
　
道
・
下
水
道
使
用
料
、
浄
化
槽
、
都
市
計
 

　
　
画
、
建
築
確
認
申
請
、
克
雪
住
宅
、
用
地
 

　
　
取
得
 

 　
◆
管
　
理
　
係
 

　
　
　
道
路
・
河
川
管
理
、
除
雪
、
水
道
・
下
 

　
　
水
道
施
設
管
理
、
治
山
事
業
、
農
業
用
施
 

　
　
設
管
理
、林
道
施
設
管
理
、治
水
、砂
防
、
 

　
　
地
滑
り
対
策
 

 　
◆
建
　
設
　
係
 

　
　
　
道
路
・
橋
梁
・
河
川
整
備
、
農
林
土
木
 

　
　
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
、
水
道
・
下
水
道
 

　
　
整
備
、
林
道
整
備
 

                               　
教
育
課
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
 

社
会
教
育
課
の
事
務
室
と
な
っ
て
い
た
公
民
館
 

と
な
り
ま
す
。
 

地
域
整
備
課
 

教
　
育
　
課
 

45
│
4
5
3
4

経
済
振
興
課
 45

│
２
２
１
3
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社会教育係  

調理実習室  

物　　　置  

もっと利用しやすく 　
◆
学
校
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
45
│
２
２
１
６
 

　
　
　
学
校
の
設
置
管
理
、教
育
財
産
の
管
理
、
 

　
　
教
育
の
調
査
及
び
統
計
、
学
校
職
員
の
任
 

　
　
免
・
研
修
、
学
校
給
食
、
学
童
保
育
、
交
 

　
　
流
事
業
 

 　
◆
社
会
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
45
│
３
２
４
４
 

　
　
　
公
民
館
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
、
青
 

　
　
少
年
健
全
育
成
、国
際
交
流
、社
会
体
育
、
 

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、芸
術
・
文
化
の
振
興
、
 

　
　
文
化
財
保
護
 

～毎週火・木曜日は午後７時まで～ 

もっと利用しやすく 

【問い合わせ先】 
　　　　総務税政課総務係　　　４５－２２１１ 

【問い合わせ先】 
　　　　健康福祉課国保医療係　　　４５－２２１４ 
　　　　西　会　津　診　療　所　　　４５－４２２８ 

　　　　　主 な 業 務 内 容 
・納税、所得、固定資産等に関する各種 
　証明書の交付 
・固定資産課税台帳等の閲覧 
・軽自動車の登録 
・戸籍に関する届出の受付け及び証明書等 
　の交付 
・印鑑登録証明書の交付 
・外国人登録法に規定する記載事項証明 
　町が発行した納付書により納入する税・ 
使用料・手数料の納付 
（納付書を持参しない場合には、納付でき 
ませんのでご了承ください） 

　課　　　名 
 
総 務 税 政 課 
（税　政　係） 
 
 
町 民 情 報 課 
（町民生活係） 
 
 

出　　納　　室 

そ
　
の
　
他
 

    ●
　
土
地
改
良
区
は
、
役
場
北
庁
舎
に
移
転
と
 

　
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
 

　
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

   【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
2
2
1
1

45
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▲生産量の拡大へ向けた取組み（ミネラル農産物） 

かなまちづくり 豊 
　　　●新しい時代に対応した 
　　　　　　　　　　　　　農林業の振興 
　　●商工業の振興 
　●高速交通時代に対応した経済基盤整備 
●ＩＴ社会に対応したまちづくり 

　現在、経済や社会、行政などの様々な制度が時代の変化に対応できず、至るとこ 

ろに制度疲労が現れている状況にあることから、社会全体が改革の時期を迎えてい 

ます。 

　このような中、本町は昨年、町制施行50周年を迎え、さらには特色ある独自のま 

ちづくりをするため「自立の道」を歩むこととしました。 

　今後、本町の憲法となりうるような「住民自治基本条例」を町民・議会・行政が 

一体となって策定し、真の豊かさを実感できるまちづくりを進めていきます。 

平成１７年度町政執行基本方針 

                  農
業
の
振
興
―
―
 

　
　
平
成
十
年
か
ら
、
健
康
な
土
づ
 

　
く
り
と
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
に
よ
る
高
 

　
付
加
価
値
農
業
の
推
進
に
取
り
組
 

　
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
　
安
全
・
安
心
の
農
産
物
を
望
む
 

　
消
費
者
の
意
向
や
健
康
志
向
の
な
 

　
か
、本
町
の
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
は
、
 

　
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
と
と
も
 

　
に
、
農
産
物
の
一
部
が
東
京
市
場
 

　
に
お
い
て
高
値
で
取
引
さ
れ
る
な
 

　
ど
、
市
場
で
の
評
価
が
年
々
高
く
 

　
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
し
か
し
、「
生
産
量
の
拡
大
」
が
 

　
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
本
年
度
は
、
構
造
改
革
特
区
で

　
の
株
式
会
社
参
入
に
よ
る
企
業
的
 

                　
経
営
者
の
導
入
の
ほ
か
、
登
録
商
 

　
標
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
、
 

　
一
大
産
地
化
を
目
指
し
て
会
津
全
 

　
域
を
視
野
に
入
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
栽
 

　
培
エ
リ
ア
の
拡
大
と
販
売
シ
ス
テ
 

　
ム
の
検
討
、
通
年
農
業
の
た
め
の
 

　
耐
雪
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
進
め
、
農
 

　
家
所
得
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
 

　
性
化
を
目
指
し
ま
す
。
 

  林
業
の
振
興
―
―
 

　
　
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
 

　
持
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
森
林
整
 

　
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
を
 

　
活
用
し
、
放
置
森
林
の
増
加
防
止

　
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
普
及
拡
大
に

　
努
め
て
き
た
「
菌
床
し
い
た
け
」
 

　
の
産
地
化
を
図
る
た
め
に
は
、
生
 

　
産
規
模
の
拡
大
と
生
産
者
の
増
加
 

　
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
菌
床
培
地
 

　
製
造
施
設
整
備
を
す
る
生
産
者
に
 

　
対
し
、
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
 

  商
工
業
の
振
興
―
―
 

　
　
商
業
団
地
の
中
核
施
設
で
あ
る
 

　
交
流
物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
を
有
 

　
効
活
用
し
、
既
存
商
店
街
と
連
携
 

　
し
た
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
へ
 

　
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
等
 

　
の
活
用
や
農
業
振
興
と
合
わ
せ
た
 

　
商
工
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
起
業
 

　
家
育
成
・
支
援
な
ど
を
行
い
、
総
 

　
合
的
な
見
地
か
ら
雇
用
創
出
と
地
 

　
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
 

  Ｉ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り
―
―
 

　
　
二
十
一
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
 

　
会
に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
通
信
 

　
基
盤
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
普
 

　
及
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
　
本
年
度
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

　
網
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
、
 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
 

　
ト
環
境
を
活
用
し
た
「
Ｉ
Ｐ
電
話
 

　
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
ま
す
。
 

　
　
今
後
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
 

　
上
に
努
め
、
企
業
の
研
究
機
関
や
 

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
誘
致
を
進
め
 

　
て
い
き
ま
す
。
 

自立と協働のまちづくり 自立と協働のまちづくり 
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▲「生きる力」の習得（わんぱく塾） 

きがいのあるまちづくり 生 
　　　●時代に応じた学校教育 

　　●創造性を育む交流事業 

　●生涯学習による人づくり 

●生涯スポーツによる健康づくり 

▲健康寿命の延伸（健ひざ貯筋教室） 

みよいまちづくり 住 
　　　●快適な生活基盤づくり 
　　●安全で快適な生活環境づくり 
　 ●トータルケア推進による 
　　　　　　　　　　健康寿命の延伸 
●安心して暮らせる福祉のまちづくり 

 学
校
教
育
―
―
 

　
　
課
題
の
把
握
と
研
究
を
よ
り
一
 

　
層
進
め
、
個
人
や
習
熟
度
に
応
じ
 

　
た
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
自
主
的
に
 

　
学
び
考
え
る
力
を
伸
ば
す
と
と
も
 

　
に
、
国
際
社
会
へ
対
応
で
き
る
語
 

　
学
教
育
の
充
実
、
情
報
化
社
会
に
 

　
対
応
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
機
器
等
の
 

　
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

  放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
―
―
 

　
　
新
た
な
事
業
と
し
て
、
保
護
者
 

　
が
昼
間
に
就
労
等
で
家
庭
に
い
な
 

　
い
小
学
校
低
学
年
児
童
に
適
切
な
 

　
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
、
保
 

　
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
 

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
実
 

　
施
し
ま
す
。
 

  生
涯
学
習
―
―
 

　
　
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
 

　
時
代
に
応
じ
た
学
習
課
題
の
設
定
 

　
や
各
年
代
に
適
し
た
学
習
機
会
の
 

　
提
供
な
ど
、「
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
 

　
も
、
ど
こ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が
で
 

　
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
 

　
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
 

　
し
て
の
機
能
を
持
つ
西
会
津
中
学
 

　
校
を
活
用
し
、
人
間
性
豊
か
な
人
 

　
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。
 

                   ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
推
進
―
―
 

　
　
東
北
大
学
大
学
院
の
辻
一
郎
教
 

　
授
の
指
導
の
も
と
「
健
康
寿
命
延
 

　
伸
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
 

　
平
成
十
六
年
度
に
実
施
し
た
「
糖
 

　
尿
病
予
防
個
別
教
室
」「
高
齢
者
の
 

　
運
動
教
室
」
「
家
庭
血
圧
測
定
事
 

　
業
」
な
ど
、
具
体
的
な
効
果
が
現
 

　
れ
て
い
ま
す
。
 

　
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
年
 

　
度
に
つ
い
て
も
、
対
象
地
区
を
変
 

　
え
て
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
事
業
を
 

　
実
施
し
、
町
民
の
健
康
寿
命
延
伸
 

　
に
努
め
ま
す
。
 

　
　
ま
た
、喫
煙
対
策
に
つ
い
て
は
、
 

　
平
成
十
六
年
度
に
策
定
し
た
分
煙
 

                  　
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、積
極
 

　
的
に
禁
煙
教
育
や
分
煙
な
ど
の
喫
 

　
煙
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

  子
育
て
支
援
―
―
 

　
　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
 

　
ら
れ
る
よ
う
、
乳
児
保
育
・
延
長
 

　
保
育
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
 

　
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
　
今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
 

　
る
子
育
て
に
つ
い
て
多
様
な
ニ
ー
 

　
ズ
へ
対
応
す
る
と
と
も
に
、
新
し
 

　
い
時
代
に
対
応
し
た
町
全
体
の
乳
 

　
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
の
あ
り
方
 

　
に
つ
い
て
、
一
層
の
検
討
を
進
め
 

　
て
い
き
ま
す
。
 

 道
路
網
の
整
備
―
―
 

　
　
町
道
に
つ
い
て
は
、
小
山
橋
や
 

　
小
坂
橋
の
架
け
替
え
工
事
、
徳
沢
 

　
三
号
線
の
改
良
工
事
な
ど
、
住
民
 

　
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
整
備
を
 

　
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
縦
貫
道
路
は
、
野
沢
柴
崎
線
の
 

　
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
樟
 

　
山
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工
、
中
町
 

　
峠
改
修
工
事
の
早
期
完
成
な
ど
、
 

　
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。
 

　
　
国
道
や
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
 

　
で
す
が
、
野
沢
駅
前
通
り
で
流
雪
 

　
溝
の
一
部
工
事
が
着
工
と
な
り
ま
 

　
し
た
。
今
後
も
整
備
促
進
を
関
係
 

　
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
 

  上
水
道
の
整
備
―
―
 

　
　
平
成
十
五
年
度
に
着
手
し
た
山
 

　
口
、
牛
尾
、
出
ヶ
原
地
区
の
水
道
 

　
施
設
整
備
が
平
成
十
七
年
度
に
完
 

　
成
の
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

　
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
順
次
給
 

　
水
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
 

  下
水
道
の
整
備
―
―
 

　
　
「
野
沢
処
理
区
」
及
び
「
笹
川
 

　
地
区
」「
野
尻
地
区
」
の
整
備
を
年
 

　
次
計
画
に
よ
り
進
め
て
行
く
ほ
か
、
 

　
小
規
模
地
区
を
対
象
と
し
た
「
個
 

　
別
排
水
処
理
事
業
」
に
つ
い
て
も
 

　
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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         Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
の
 

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
設
置
及
び
 

　
　
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
従
来
の
テ
レ
ビ
放
送
サ
ー
ビ
ス
に
 

加
え
、「
宣
伝
情
報
の
放
送
」
や
自
主
 

放
送
番
組
の「
ダ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
 

が
開
始
に
な
り
ま
す
。
 

 保
健
師
等
を
目
指
す
人
を
 

修
学
資
金
で
支
援
 

　
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
貸
与
条
例
 

　
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
い
、
ま
 

す
ま
す
需
用
が
増
大
す
る
保
健
・
医
 

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
 

専
門
職
員
の
養
成
と
確
保
を
図
る
た
 

め
、
現
行
の
「
保
健
従
事
者
養
成
修
 

学
資
金
貸
与
条
例
」
を
拡
充
し
、
新
 

た
に
制
定
し
ま
し
た
。
 

　
修
学
資
金
の
対
象
と
な
る
職
種
は
、
 

こ
れ
ま
で
の
保
健
師
、
理
学
療
法
士
 

に
、
作
業
療
法
士
、
介
護
福
祉
士
、
 

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
 

管
理
栄
養
士
を
加
え
た
七
つ
で
、
そ
 

れ
ら
の
学
校
や
養
成
施
設
、
養
成
所

に
在
学
し
て
い
る
人
に
修
学
資
金
を
 

         貸
与
す
る
も
の
で
す
。
 

　
対
象
者
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
 

る
人
の
ほ
か
、
修
学
の
た
め
に
住
所
 

を
町
外
に
移
転
し
た
人
や
町
内
の
高
 

校
を
卒
業
し
た
人
と
な
り
ま
す
。
 

  　
町
政
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

 自
立
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
 

住
民
自
治
基
本
条
例
の
策
定
へ
 

　
本
町
は
、
合
併
を
し
な
い
独
自
の
 

町
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
た
め
、
昨
 

年
九
月
町
議
会
定
例
会
で
「
西
会
津
 

町
自
立
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。
こ
の
 

宣
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
町
の
憲
法
 

と
も
言
え
る
住
民
自
治
基
本
条
例
を
 

策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
町
づ
く
 

り
を
進
め
て
行
く
考
え
で
す
。
 

　
住
民
自
治
基
本
条
例
は
、
住
民
自
 

治
の
基
本
理
念
・
基
本
原
則
、
さ
ら
 

に
は
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
役
割
 

や
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
 

あ
る
こ
と
か
ら
、
前
三
重
県
知
事
の
 

北
川
正
恭
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授

に
指
導
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
西
会
 

津
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
で
策
定
 

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
本
委
員
会
は
、
こ
の
条
例
の
策
定
 

の
ほ
か
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
全
 

般
に
つ
い
て
の
方
向
性
と
体
制
づ
く
 

り
へ
向
け
た
作
業
も
進
め
て
行
く
考
 

え
で
す
。
 

  道
の
駅
に
係
る
土
地
売
買
契
約
 

　
昨
年
九
月
の
開
所
以
来
、
多
く
の
 

方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
道
の
 

駅
「
に
し
あ
い
づ
」
は
、
町
と
郡
山
 

国
道
事
務
所
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
 

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
び
、
郡
山
国
道
事
務
所
が
 

整
備
す
る
情
報
提
供
施
設
と
駐
車
場
 

の
用
地
を
売
却
す
る
こ
と
と
な
り
、
 

三
月
一
日
付
で
土
地
売
買
契
約
を
締
 

結
し
ま
し
た
。
 

  町
不
燃
物
処
理
場
の
廃
止
 

　
町
不
燃
物
処
理
場
は
、
町
内
か
ら
 

排
出
さ
れ
た
不
燃
物
を
埋
め
立
て
処
 

分
す
る
最
終
処
分
場
と
し
て
昭
和
五
 

十
一
年
か
ら
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

環
境
問
題
や
法
律
の
規
制
強
化
に
伴
 

い
、
平
成
十
年
に
搬
入
を
停
止
し
、
 

廃
止
へ
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
き
 

ま
し
た
。
こ
の
程
、
県
か
ら
国
の
最
 

終
処
分
場
廃
止
基
準
に
適
合
す
る
旨
 

の
通
知
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
三
月
 

三
十
一
日
で
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

 　

可
決
同
意
さ
れ
た
議
案
 

 ■
町
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
修
学
資
金
貸
与
 

　
条
例
 

■
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
 

　
表
に
関
す
る
条
例
 

■
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町
長
 
 

　
等
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
 

　
例
の
一
部
改
正
 

■
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
 

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
 

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

　
部
改
正
 

■
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条
例
の
 

　
一
部
改
正
 

■
町
民
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
の
設
置
 

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

　
改
正
 

■
町
統
合
中
学
校
備
品
整
備
基
金
条
 

　
例
の
廃
止
 

■
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
（
一
般
 

　
会
計
及
び
特
別
会
計
等
）
 

■
平
成
十
七
年
度
予
算
（
一
般
会
計
 

　
及
び
特
別
会
計
等
）
 

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
 

　
整
備
計
画
の
策
定
 

■
新
西
会
津
町
長
期
総
合
計
画
の
変
 

　
更
 

■
字
の
区
域
の
変
更
（
上
小
島
地
区
 

　
の
字
区
域
の
一
部
変
更
）
 

　
三
月
十
一
日
に
召
集
さ
れ
た
三
月
議
会
定
例
会
 

は
、
提
案
さ
れ
た
四
十
議
案
全
て
を
原
案
の
と
お
 

り
可
決
・
同
意
し
て
二
十
二
日
閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
 

主
な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
。
 

3月議会  
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町
職
員
の
人
事
異
動
 

   ◎
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付
 

 
高
濱
秀
道
（
税
務
課
）
 
猪
俣
ナ
 

 
ヲ
子
（
町
民
生
活
課
）
 
鈴
木
忠
 

 
子
（
出
納
室
）
 
農
林
水
産
省
復
 

 
職
桝
谷
彩
子
（
農
林
課
）
 
境
道
 

 
子
（
健
康
福
祉
課
）
 

 
 

◎
異
動
　
四
月
一
日
付
 

【
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
】
 

　
室
長
伊
藤
要
一
郎
（
企
画
調
整
 

 
課
）
 
室
長
補
佐
成
田
信
幸
（
企
 

 
画
調
整
課
）
 
主
任
主
査
矢
部
喜
 

 
代
栄
（
企
画
調
整
課
）
 
主
査
佐
 

 
藤
泰
久
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
く
し
 

 
ま
出
向
）
 
主
査
目
黒
保
志
（
企
 

 
画
調
整
課
）
 

 
 

【
総
務
税
政
課
】
 

　
参
事
兼
課
長
薄
友
喜
（
総
務
課
）
 

 
主
幹
兼
総
務
係
長
高
橋
謙
一
（
議
 

 
会
事
務
局
）
 
 
主
幹
伊
藤
松
江
 

 
（
税
務
課
）
 
　
係
長
薄
上
亮
一
 

 
（
健
康
福
祉
課
）
 
係
長
長
谷
川
 

 
浩
一
（
総
務
課
）
 
奥
川
支
所
長
 

 
長
谷
川
三
志
（
下
水
道
課
）
 
主
 

 
任
主
査
佐
藤
美
恵
子
（
総
務
課
）
 

 
主
任
主
査
三
瓶
ひ
と
み
（
税
務
 

 
課
）
 
主
任
主
査
荒
井
克
巳
（
町
 

 
民
生
活
課
）
 
主
任
主
査
伊
藤
善
 

 
文
（
総
務
課
）
 
主
任
主
査
岩
渕
 

 
東
吾
（
総
務
課
）
 
主
任
主
査
小
 

 
瀧
武
彦
（
総
務
課
）
 
主
任
主
査
 

 
青
津
直
子
（
総
務
課
）
 
主
任
主
 

 
査
小
柴
芳
成
（
税
務
課
）
 
主
任
 

 
主
査
増
子
恵
子
（
税
務
課
）
 
主
 

 
査
清
野
博
道
（
総
務
課
）
 
主
査
 

 
斎
藤
賢
（
税
務
課
）
 
主
査
薄
清
 

 
久
（
健
康
福
祉
課
）
 
主
査
斎
藤
 

 
淳
（
健
康
福
祉
課
）
 
主
査
橋
谷
 

 
田
和
弘
（
地
域
振
興
課
）
 
主
事
 

 
補
佐
藤
晋
子
（
総
務
課
）
 
主
任
 

 
自
動
車
運
転
手
伊
藤
一
男
（
総
務
 

 
課
）
 
自
動
車
運
転
手
伊
藤
順
一
 

 
（
総
務
課
）
 

 
 

【
健
康
福
祉
課
】
 

　
課
長
伊
藤
信
行
（
建
設
課
）
 
主
 

 
幹
兼
西
会
津
診
療
所
事
務
長
兼
群
 

 
岡
診
療
所
事
務
長
兼
野
沢
保
育
所
 

 
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
藤
田
 

 
潤
一
（
健
康
福
祉
課
）
 
係
長
渡
 

 
部
英
樹
（
健
康
福
祉
課
）
 
健
康
 

 
支
援
係
長
新
田
幸
恵
（
健
康
福
祉
 

 
課
）
 
係
長
上
野
善
弘
（
町
民
生
 

 
活
課
）
 
主
任
主
査
寺
田
悟
（
税
 

 
務
課
）
 
 
主
任
主
査
武
藤
幹
子
 

 
（
社
会
教
育
課
）
 
主
査
斎
藤
正
 

　
利
（
企
画
調
整
課
）
 
主
査
山
口
 

 
則
夫
（
農
林
課
）
 
主
査
荒
明
聡
 

 
美
（
町
民
生
活
課
）
 
主
事
江
川
 

 
恵
一
（
税
務
課
）
 
西
会
津
診
療
 

 
所
主
任
看
護
技
師
兼
群
岡
診
療
所
 

 
主
任
看
護
技
師
荒
井
恵
美
子
（
西
 

 
会
津
診
療
所
）
 
西
会
津
診
療
所
 

 
主
任
准
看
護
師
兼
群
岡
診
療
所
主
 

 
任
准
看
護
師
長
谷
川
志
穂
理
（
西
 

 
会
津
診
療
所
）
 
西
会
津
診
療
所
 

 
主
事
補
兼
群
岡
診
療
所
主
事
補
 

 
佐
藤
麻
理
（
西
会
津
診
療
所
）
 
 
 

 
群
岡
診
療
所
主
任
看
護
技
師
兼
西
 

 
会
津
診
療
所
主
任
看
護
技
師
平
野
 

 
裕
子
（
群
岡
診
療
所
）
 
群
岡
診
 

　
療
所
主
任
准
看
護
技
師
兼
西
会
津
 

　
診
療
所
主
任
准
看
護
技
師
石
本
明

　
美
（
群
岡
診
療
所
）
 
群
岡
診
療
 

　
所
主
任
准
看
護
技
師
兼
西
会
津
診
 

　
療
所
主
任
准
看
護
技
師
矢
部
正
子
 

　
（
群
岡
診
療
所
）
 
群
岡
診
療
所
 

　
主
事
兼
西
会
津
診
療
所
主
事
斎
藤
 

　
善
行
（
総
務
課
）
主
任
専
門
保
育
 

　
士
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
出
向
斎
藤
 

　
和
子
（
野
沢
保
育
所
）
　
野
沢
保
 

　
育
所
主
任
専
門
保
育
士
武
藤
恵
子
 

　
（
尾
野
本
保
育
所
）
 

 【
町
民
情
報
課
】
 

 
課
長
大
竹
享
（
地
域
情
報
課
）
 
 

 
主
幹
佐
藤
健
一
（
学
校
教
育
課
）
 

 
係
長
斎
藤
俊
二
（
地
域
振
興
課
）
 

 
係
長
佐
藤
教
男
（
建
設
課
）
 
主
 

 
任
主
査
高
久
孝
仁
（
社
会
教
育
 

 
課
）
 
主
任
主
査
嶋
田
純
子
（
健
 

 
康
福
祉
課
）
 
主
任
主
査
佐
藤
栄
 

 
作
（
建
設
課
）
 
主
任
主
査
上
野
 

 
静
江
（
町
民
生
活
課
）
 
主
査
佐
 

 
藤
公
輝
（
町
民
生
活
課
）
 
主
査
 

 
佐
藤
美
恵
（
学
校
教
育
課
）
 
主
 

 
査
武
藤
洋
一
（
地
域
情
報
課
）
 
 
 

 
主
査
物
永
毅
（
町
民
生
活
課
）
 
 
 

 
主
事
渡
部
和
徳
（
地
域
情
報
課
）
 
 

 
主
事
斎
藤
俊
一
郎
（
地
域
振
興
課
）
 

 【
経
済
振
興
課
】
 

 
課
長
斎
藤
久
（
地
域
振
興
課
）
 
 
 

 
主
幹
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
 

 
長
谷
川
文
男
（
町
民
生
活
課
）
 
 

 
係
長
田
崎
宗
作
（
農
林
課
）
 
係
 

 
長
新
田
新
也
（
総
務
課
）
 
係
長
 

 
渡
部
峰
明
（
地
域
振
興
課
）
 
主
 

 
任
主
査
佐
藤
忠
栄
（
農
業
委
員
会
）
 

 
主
任
主
査
矢
部
稔
樹
（
農
林
課
）
 

　
主
任
主
査
鈴
木
洋
祐
（
農
林
課
）
 

　
主
任
主
査
渡
部
栄
二
（
健
康
福
祉
 

　
課
）
 
主
査
秦
康
広
（
農
業
委
員
 

　
会
）
 
主
査
長
谷
沼
充
伸
（
学
校
 

　
教
育
課
）
 
主
査
佐
藤
実
（
農
林
 

　
課
）
 
主
査
外
島
拓
（
地
域
振
興
 

　
課
）
 
主
査
江
川
す
が
子
（
水
道
 

　
課
）
 
主
事
斎
藤
哲
（
農
林
水
産
 

　
省
交
流
職
員
）
 
主
事
伊
藤
千
佳
 

　
子
（
地
域
振
興
課
）
 
主
事
飯
嶋
 

　
竜
太
（
農
林
課
）
 
主
事
矢
部
重
 

　
勝
（
農
林
課
）
　
主
事
本
田
誠
治
 

　
（
健
康
福
祉
課
）
 
主
事
伊
藤
雄
 

　
一
（
群
岡
診
療
所
）
 

 【
地
域
整
備
課
】
 

 
課
長
伊
藤
重
人
（
水
道
課
）
 
主
 

 
幹
杉
原
徳
夫
（
下
水
道
課
）
 
係
 

 
長
鈴
木
義
孝
（
社
会
教
育
課
）
 
 
 

 
係
長
平
野
健
一
（
水
道
課
）
 
係
 

 
長
酒
井
誠
明
（
建
設
課
）
 
主
任
 

 
主
査
星
斉
（
建
設
課
）
 
主
任
主
 

 
査
長
谷
川
賢
司
（
水
道
課
）
 
主
 

 
任
主
査
平
井
克
美
（
建
設
課
）
 
 
 

 
主
任
主
査
五
十
嵐
博
文
（
税
務

　
課
）
 
主
任
主
査
佐
藤
久
仁
子

　
（
建
設
課
）
　
主
任
主
査
野
原
竹
 

　
夫
（
下
水
道
課
）
　
主
任
主
査
佐
 

　
藤
広
悦
（
水
道
課
）
　
主
任
主
査
 

　
石
川
和
典
（
建
設
課
）
　
主
任
主
 

　
査
伊
藤
洋
子
（
農
林
課
）
　
主
任
 

　
主
査
鈴
木
利
博
（
建
設
課
）
 
主
 

 
任
主
査
黒
澤
将
幸
（
建
設
課
）
 
 
 

 
主
任
主
査
山
口
隆
志
（
建
設
課
）
 
 

 
主
査
薄
一
茂
（
建
設
課
）
 
主
事
 

 
二
瓶
晃
典
（
下
水
道
課
）
 

 【
出
納
室
】
 

 
主
任
出
納
員
大
堀
和
子
（
健
康
福
 

 
祉
課
）
 

 【
教
育
課
】
 

 
課
長
兼
公
民
館
長
伊
勢
亀
静
雄
 

 
（
社
会
教
育
課
）
 
課
長
補
佐
兼
 

 
公
民
館
長
補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
 

 
所
長
会
田
秋
広
（
総
務
課
）
 
係
 

 
長
石
川
藤
一
郎
（
地
域
情
報
課
）
 

 
係
長
斎
藤
伸
也
（
学
校
教
育
課
）
 

 
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
五
十
嵐
和
 

 
典
（
農
林
課
）
 
主
任
主
査
薄
三
 

 
恵
子
（
社
会
教
育
課
）
 
主
任
主
 

 
査
山
口
千
代
志
（
社
会
教
育
課
）
 

 
主
任
主
査
上
野
美
子
（
学
校
教
育
 

 
課
）
 
主
任
主
査
兼
社
会
教
育
主
 

 
事
高
津
典
通
（
下
水
道
課
）
 
主
 

 
任
主
査
船
橋
政
広
（
社
会
教
育
 

 
課
）
主
任
主
査
佐
川
勝
美
（
地
 

 
域
情
報
課
）
 
主
任
主
査
濱
田
千
 

 
俊
（
町
史
編
さ
ん
室
）
 
主
査
小
 

 
林
和
洋
（
社
会
教
育
課
）
 
主
査
 

 
川
口
順
子
（
社
会
教
育
課
）
 
主
 

　
事
五
十
嵐
国
幸
（
建
設
課
）
 

 【
議
会
事
務
局
】
 

 
局
長
兼
監
査
委
員
事
務
局
長
岩
原
 

　
稔
（
農
林
課
）
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「
ふ
く
し
ま
県
市
町
村
共
同
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
開
始
 

ケース4

　ＩＰ電話加入者には、 
今までの市外局番の他に 
０５０で始まる11ケタの 
電話番号が配布されます。 

        　
四
月
一
日
、
町
で
は
「
ふ
く
し
ま
 

県
市
町
村
共
同
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
」
 

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
 

　
「
ふ
く
し
ま
県
市
町
村
共
同
電
子
 

申
請
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
い
た
だ
く
 

と
、
家
庭
や
職
場
か
ら
で
も
、
イ
ン
 

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
行
政
手
続
き
 

の
申
請
や
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
す
。
 

　
本
町
で
利
用
で
き
る
申
請
・
届
出
 

の
主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
の
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 《
主
な
手
続
き
》
 

　
●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
 

 
 
退
の
届
出
や
保
険
証
の
再
交
付
 

 
 
申
請
 

　
●
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
再
 

　
　
交
付
申
請
 

　
●
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
 

　
　
の
使
用
開
始
届
 

　
●
水
道
使
用
等
に
関
す
る
届
出
 

　
●
軽
自
動
車
の
登
録
申
請
や
納
税
 

　
　
証
明
書
の
申
請
 

　
●
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
へ
の
 

　
　
登
録
申
請
 

【問い合わせ先】 
町民情報課情報通信係　　４５－４４６１ 

始めよう 
IP電話生活 

ケース1

０５０通話なら 
通話料が無料 

携帯電話 

ケース3

日本全国どこへかけても 
３分間8.4円 

全ての携帯電話会社一律 
１分間18.9円 

ケース2

０５０通話なら 
通話料が無料 

町ケーブルテレビの町ケーブルテレビの 
　　ＩＰ電話加入者　　ＩＰ電話加入者 

一般固定電話一般固定電話 

提携プロバイダの提携プロバイダの 
　ＩＰ電話加入者　ＩＰ電話加入者 

町ケーブルテレビの 
　　ＩＰ電話加入者 

一般固定電話 

提携プロバイダの 
　ＩＰ電話加入者 

町ケーブルテレビの町ケーブルテレビの 
　ＩＰ電話加入者　ＩＰ電話加入者 
町ケーブルテレビの 
　ＩＰ電話加入者 
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▲宮古島の農場で　がんずうネギ　の選別作業を体験 ″ ″ 

　　健康で長生き　をテーマにした沖縄県平良市との 
「長期滞在型保養基地構想」予備校流に６名で参加し 
ました。 
　滞在期間中、あまり天候には恵まれなかったため、 
予定していた日程の半分ぐらいしか消化できませんで 
した。しかし、平良市の老人クラブのみなさんと行っ 
たゲートボールの交流試合や、サトウキビの収穫、が 
んずうネギの出荷手伝い、また郷土料理である　ゆし 
豆腐　作り体験など、沖縄の農業や食、文化に触れ、 
地域住民と交流を深め合うことができました。 
　12日間という短い日程ではありましたが、大変有意 
義なものとなりました。 

″ 

″ 

″ 

″ 

　
「
長
期
滞
在
型
保
養
基
地
 

　
構
想
」
と
は
 

 
 

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
高
齢
 

者
が
生
涯
現
役
を
貫
く
た
め
に
は
、
 

「
健
康
で
長
生
き
」
す
る
こ
と
は
も
 

ち
ろ
ん
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
充
実
 

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
し
か
し
、
コ
タ
ツ
に
こ
も
り
き
り
 

に
な
り
や
す
い
冬
期
間
は
、
特
に
運
 

動
不
足
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
漬
 

物
や
塩
蔵
魚
介
類
等
の
取
り
過
ぎ
に
 

よ
り
、
塩
分
の
摂
取
量
が
増
加
す
る
 

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
カ
 

ル
シ
ウ
ム
不
足
や
高
血
圧
症
・
脳
血
 

管
疾
患
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
 

ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
冬
期
間
、
温
暖
で
自
然
 

豊
か
な
沖
縄
県
平
良
市
に
長
期
滞
在
 

し
、
農
作
業
や
伝
統
文
化
の
体
験
、
 

ま
た
長
寿
県
沖
縄
の
食
文
化
や
地
域
 

住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
心
身
と
 

も
に
健
康
と
な
り
、
「
健
康
で
長
生
 

き
」
で
き
る
長
寿
社
会
・
健
康
寿
命
 

延
伸
を
目
指
し
ま
す
。
 

  　
本
格
交
流
へ
向
け
て
の
一
歩
 

　
「
長
期
滞
在
型
保
養
基
地
構
想
」
 

は
、
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
い
 

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
実
施
へ
向
 

け
て
初
め
て
の
予
備
交
流
を
実
施
し
 

ま
し
た
。
交
流
は
、
二
月
二
十
二
日
 

か
ら
三
月
五
日
ま
で
の
十
二
日
間
の
 

日
程
で
行
わ
れ
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
か
 

ら
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
滞
在
中
は
、
平
良
市
か
ら
大
き
な
 

歓
迎
を
受
け
る
と
と
も
に
、
平
良
市
 

の
老
人
ク
ラ
ブ
、
狩
俣
自
治
区
と
の
 

交
流
、
さ
ら
に
は
現
地
の
農
場
等
で
 

の
作
業
体
験
も
行
い
、
本
格
交
流
へ
 

向
け
て
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
 

ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
平
良
市
の
滞
在
施
設
を
 

活
用
し
た
予
備
交
流
を
段
階
的
に
実
 

施
し
、
本
格
交
流
へ
向
け
て
準
備
を
 

進
め
て
行
き
ま
す
。
 

　運動不足や塩分の摂取量が増加する冬 
期間、温暖で自然豊かな沖縄県平良市に 
滞在し、心身ともに健康となり「健康で 
長生き」を目指す「長期滞在型保養基地 
構想」。その実施へ向けての予備交流が、 
２月22日から３月５日までの12日間の日 
程で実施されました。 

～「長期滞在型保養基地構想」へ向けた予備交流～ 

斎　藤　知　一　さん 
　　　（萱　本） 

予備交流事業 
　　　に参加して 
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入学式が待ち切れない！ 

   　
　
〔
３
月
　
日
現
在
・
敬
称
略
〕
 

 野
沢
小
学
校
　
　
　
人
 

　
地
　
区
　
　
氏
　
名
　
（
保
護
者
）
 

　
１
町
内
　
齋
藤
　
好
継
（
一
人
）
 

　
　
　
　
　
平
野
　
大
夢
（
正
志
）
 

　
　
　
　
　
松
本
す
み
れ
（
　

満
　

）
 

　
　
　
　
　
三
留
　
星
七
（
　

孝
　

）
 

　
２
町
内
　
鈴
木
　
夏
純
（
洋
祐
）
 

　
４
町
内
　
目
黒
　
航
希
（
新
矢
）
 

　
　
　
　
　
三
留
　
三
幸
（
眞
之
助
）
 

　
５
町
内
　
横
田
　
剛
志
（
恵
一
）
 

　
　
　
　
　
鈴
木
　
知
里
（
幸
一
）
 

　
９
町
内
２
　
山
崎
　
弘
太
（
一
弘
）
 

　
　
　
　
　
江
川
　
咲
彩
（
　

貴
　

）
 

　
下
小
屋
　
佐
竹
　
莉
緒
（
　

恵
　

）
 

　
　
　
　
　
恒
吉
　
俊
哉
（
美
鈴
）
 

　
芝
　
草
　
横
山
　
雄
大
（
武
郎
）
 

　
堀
　
越
　
齋
藤
　
和
斗
（
和
彦
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
真
子
（
進
市
）
 

　
大
久
保
　
小
瀧
　
正
太
（
正
雄
）
 

　
　
　
　
　
清
野
　
響
輝
（
博
史
）
 

　
中
　
野
　
鈴
木
　
菜
穂
（
市
喜
）
 

　
安
　
座
　
五
十
嵐
恭
太
（
久
美
）
 

　
　
　
　
　
安
部
　
麗
華
（
広
栄
）
 

　
　
　
　
　
平
野
　
愛
華
（
　

健
　

）
 

　
西
　
原
　
清
野
　
　
匠
（
喜
一
）
 

　
　
　
　
　
伊
藤
　
杏
実
（
和
弘
）
 

　
　
　
　
　
須
藤
　
　
優
（
忠
安
）
 

　
さ
ゆ
り
が
丘
　
薄
　
　
　
楓
（
三
平
）
 

　
橋
　
屋
　
二
瓶
　
修
哉
（
二
三
男
）
 

　
　
　
　
　
古
川
　
成
吉
（
太
公
）
 

  尾
野
本
小
学
校
　
　
　
人
 

　
森
　
野
　
生
方
　
実
国
（
　

孝
　

）
 

　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
輝
（
　

玄
　

）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
達
能
（
文
孝
）
 

　
松
　
尾
　
長
谷
川
竣
一
（
一
広
）
 

　
下
小
島
　
佐
藤
　
優
奈
（
正
徳
）
 

　
　
　
　
　
清
野
　
真
耶
（
　

守
　

）
 

　
西
　
林
　
須
藤
　
僚
太
（
研
二
）
 

　
　
　
　
　
小
野
寺
今
日
（
ま
り
子
）
 

　
　
　
　
　
小
林
　
　
栞
（
重
吉
）
 

　
西
林
東
　
三
留
　
　
響
（
　

淳
　

）
 

　
　
　
　
　
若
木
　
美
奈
（
茂
次
）
 

　
さ
ゆ
り
が
丘
　
中
丸
　
知
也
（
勝
浩
）
 

　
　
　
　
　
秦
　
　
拓
人
（
千
代
栄
）
 

　
　
　
　
　
渡
部
　
　
諒
（
栄
二
）
 

　
　
　
　
　
磴
　
　
澪
凪
（
智
穂
）
 

　
上
小
島
　
山
口
　
　
快
（
則
夫
）
 

　
　
　
　
　
薄
上
マ
リ
ン
（
亮
一
）
 

　
縄
　
沢
　
三
留
　
悠
瑳
（
勇
一
）
 

　
　
　
　
　
大
田
　
聖
羅
（
一
人
）
 

　
程
 
窪
　
新
田
　
亜
美
（
　

篤
　

）
 

　
出
ケ
原
　
佐
藤
　
麻
衣
（
宗
悦
）
 

　
軽
 
沢
　
長
谷
川
将
大
（
雄
二
）
 

  群
岡
小
学
校
　
　
７
人
 

　
上
野
尻
　
市
橋
　
東
磨
（
修
一
）
 

　
　
　
　
　
登
島
　
裕
貴
（
純
子
）
 

　
　
　
　
　
武
藤
　
智
望
（
新
一
）
 

　
　
　
　
　
石
崎
理
々
香
（
ま
ゆ
み
）
 

　
　
　
　
　
福
島
　
綾
香
（
　

保
　

）
 

　
熊
 
沢
　
佐
藤
　
敦
啓
（
栄
作
）
 

　
杉
 
山
　
津
川
　
莉
奈
（
由
紀
）
 

新
郷
小
学
校
　
　
６
人
 

　
高
　
目
　
長
谷
沼
雅
子
（
　

勉
　

）
 

　
小
清
水
　
長
谷
沼
愛
香
（
勇
吉
）
 

　
平
 
明
　
薄
　
　
茂
哉
（
一
茂
）
 

　
樟
 
山
　
薄
　
　
菜
奈
（
敏
彦
）
 

　
　
　
　
　
武
藤
　
彩
華
（
修
一
）
 

　
滝
 
坂
　
五
十
嵐
優
佳
（
智
彦
）
 

  奥
川
小
学
校
　
　
４
人
 

　
　
塩
 
　
伊
藤
　
　
峻
（
武
美
）
 

　
新
 
町
　
熊
倉
　
聖
那
（
友
和
）
 

　
下
 
松
　
川
上
　
瑞
稀
（
英
二
）
 

　
小
 
屋
　
五
十
嵐
芽
夢
（
　

栄
　

）
 

28

25

22
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　３月19日、高齢者生活支援ハウス「ひだまり」に 
おいて、西会津町ボランティア感謝祭が開催され、 
関係者ら60人が参加しました。 
　これは、ボランティア会員として活動されている 
のべ267人の方に感謝の意を込め、西会津町ボランテ 
ィア活動サポートセンターが主催したものです。 
　感謝祭では、各ボランティア団体の活動報告が行 
われ、互いの活動に対する考え方などを話し合い、 
交流を深めていました。 
　また、会員には同センターから、ボランティア登 
録章のバッチとユニフォームが贈呈されました。 

　全日本剣道連盟が、剣道の普及、発展のために日 
ごろから少年への剣道指導に尽力してきた団体・組 
織を表彰する「少年剣道教育奨励賞」に錬心館が表 
彰されたことから、３月３日、指導者の山本隆夫さ 
んが受賞報告に町役場を訪れました。  
　山本さんは「多くの方々のご支援・ご協力と少年 
剣士の努力の賜物です。今後も基本に忠実に、勝負 
よりも人間形成を目的とした指導をしていきたいで 
す。」と受賞の喜びを報告していました。 
　この奨励賞は今年創設されたもので、受賞したの 
は全国で267団体。福島県では、錬心館を含む5団体 
でした。 

　平成16年度に各種コンクールや部活動などで活 
躍した児童生徒の功績をたたえる町教育顕彰表彰 
が、２月24日、西会津中学校で行われました。 
　受賞された方は次のとおりです。 
【個人の部】 
　○甲斐　　錬くん（群岡小学校４年） 
　　全国教育美術展で特選を受賞 
　○小原健太郎くん（群岡小学校２年） 
　　全国教育美術展で特選を受賞 
　○須藤　祐里さん（群岡小学校２年） 
　　県読書感想文コンクールで準特選を受賞 
　○成田沙都美さん（群岡小学校２年） 
　　県作文コンクールで準特選を受賞 
　○鈴木　奈奈さん（西会津中学校３年） 
　　国際理解・国際交流論文「朝河貫一賞」で入選 
　○齋藤　尭史くん（西会津中学校２年） 
　　「十七字のふれあい」で優秀賞を受賞 
　○大沼　　栞さん（西会津中学校２年） 
　　県中学校放送コンテスト朗読部門で大賞を受賞 
　○山　恵里奈さん（西会津中学校２年） 
　　県中学校放送コンテストアナウンス部門で大賞を受賞 
　○古俣　冬美さん（西会津中学校２年） 
　　青少年読書感想文コンクールで準特選を受賞 
【団体の部】 
　○野沢小学校 
　　交通安全県民大会で交通安全優良学校に表彰 
　○西会津中学校女子卓球部 
　　県中体連卓球競技女子団体の部で第３位入賞 
　○西会津中学校メディア部 
　　県中学校放送コンテストラジオ番組部門で大賞を受賞 

崎 竒 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
前
に
も
話
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
 

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
違
い
を
考
え
る
 

　
　
　
　
と
き
、
大
き
な
こ
と
で
は
な
く
、
微
 

　
　
　
　
妙
な
と
こ
ろ
が
一
番
大
切
で
す
。
違
 

う
国
に
行
く
前
、
そ
こ
の
人
た
ち
が
違
う
言
語
 

を
話
す
な
ど
、
自
分
た
ち
の
文
化
と
大
き
な
差
 

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
予
め
分
か
る
の
で
、
あ
 

る
程
度
、心
の
中
で
準
備
で
き
ま
す
。し
か
し
、
 

微
妙
な
差
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
、
と
て
も
 

ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
普
通
、
当
 

た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
理
解
し
に
 

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
日
本
へ
来
る
前
、
日
本
に
　
す
し
　
と
い
う
 

食
べ
物
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
 

カ
で
も
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
の
 

　
す
し
　
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
す
し
　
だ
け
で
な
く
、
私
に
と
っ
て
新
し
く
 

て
珍
し
い
日
本
の
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
日
本
に
来
て
か

ら
は
、
思
い
通
り
の
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
経
験
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し

た
の
は
「
洋
食
」
と
い
う
物
で
し
た
。
私
は
、

日
本
に
西
洋
の
食
べ
物
が
あ
る
な
ら
、
何
と
な

く
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
か
、
と
て
も
似
て
い
る
食

べ
物
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
全
く
違
う
物
で
し
た
。
 

　
特
に
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
 

で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
い
 

う
物
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ン
バ
ー
 

グ
と
い
う
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
か
ら
来
た
 

ば
か
り
の
私
に
は
、
パ
ン
抜
き
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
 

ー
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で
売
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
 

″
 ″

 

″
 ″

 ″
 ″

 

   　
３
月
　
日（
日
）、
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
 

「
平
成
　
年
度
生
涯
学
習
発
表
会
」
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
発
表
会
に
は
、
町
内
で
自
主
的
に
生
涯
 

学
習
活
動
に
取
組
ん
で
い
る
　
団
体
（
　
人
）
 

が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
民
謡
や
民
舞
、
太
極
拳
 

な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
緊
張
し
た
け
ど
、
み
な
さ
 

ん
に
観
て
も
ら
え
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。」、「
一
 

年
間
、
こ
の
発
表
会
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
 

し
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
、
公
民
館
で
は
、「
人
間
性
豊
か
な
人
 

づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
町
民
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
適
し
た
生
涯
学
習
活

動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
主
体
的
に
学
習
し

よ
う
と
す
る
自
己
教
育
力
の
向
上
を
目
標
に
各

種
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
平
成
　
年
度
に
つ
い
て
も
、
こ
の
方
針
を
継
 

承
し
な
が
ら
、
各
分
野
で
次
の
こ
と
に
重
点
を
 

置
い
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

【
青
少
年
教
育
】
自
ら
学
び
、
考
え
、
行
動
で
き
 

　
　
　
　
　
　
　
る
「
生
き
る
力
」
の
習
得
 

【
成
人
教
育
】
高
度
情
報
化
・
国
際
化
社
会
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
の
対
応
力
の
養
成
 

【
高
齢
者
教
育
】
生
き
が
い
、
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
ド
に「
百
歳
へ
の
挑
戦
」を
支
援
 

【
女
性
教
育
】
「
自
分
ら
し
い
自
分
、
そ
し
て
 

　
　
　
　
　
　
　
家
庭
生
活
の
あ
り
方
」
の
探
求
 

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】
「
町
民
一
人
、
一
ス
ポ
ー
ツ
」
 

　
　
　
　
　
　
　
の
定
着
 

【
芸
術
文
化
の
振
興
】
優
れ
た
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
機
会
の
拡
充
 

2717 16

12

150

〜
一
年
間
の
締
め
く
く
り
、そ
し
て
新
た
な
一
年
へ
〜
 

《平成17年度方針》 
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お
か
し
か
っ
た
で
す
。
加
え
て
、
様
々
な
ト
ッ
 

ピ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
マ
や
の
り
、
大
根
お
 

ろ
し
な
ど
見
た
こ
と
も
な
い
物
が
ハ
ン
バ
ー
グ
 

の
上
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ハ
ン
 

バ
ー
グ
だ
け
が
違
う
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
。
日
本
に
来
る
前
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
と
い
う
物
 

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
 

カ
に
は
、
揚
げ
エ
ビ
は
あ
り
ま
す
が
、
エ
ビ
フ
 

ラ
イ
と
は
大
き
さ
も
形
も
全
然
違
い
ま
す
。
そ
 

れ
以
外
に
も
、
見
た
こ
と
が
な
い
「
洋
食
」
が
 

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
実
は
コ
ン
ビ
ニ
の
洋
 

食
弁
当
の
中
に
も
、
ア
メ
リ
カ
で
食
べ
る
物
と
 

似
て
い
る
物
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
大
半
の
物
 

は
違
っ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
私
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
日
本
に
 

住
む
外
国
人
独
特
の
経
験
で
は
な
い
の
で
す
。
 

日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
へ
行
け
ば
、
か
な
り
変
な
 

「
和
食
」
を
経
験
で
き
ま
す
。
私
の
ふ
る
さ
と
 

の
す
し
屋
で
は
、
巻
ず
し
の
種
類
が
い
く
つ
か
 

あ
り
、
ニ
ン
ジ
ン
や
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
が
入
っ
 

て
い
る
物
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
 

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
サ
ラ
ダ
と
ス
ー
プ
を
前
菜
 

と
し
て
メ
イ
ン
コ
ー
ス
の
前
に
出
す
の
で
、
そ
 

の
す
し
屋
で
も
定
食
を
注
文
す
る
と
、
最
初
に
 

み
そ
汁
と
サ
ラ
ダ
だ
け
が
出
て
き
ま
す
。
き
っ
 

と
日
本
人
が
入
っ
た
ら
変
な
「
和
食
屋
」
だ
と
 

思
う
は
ず
で
す
。
 

　
時
間
が
経
つ
と
、
新
し
い
こ
と
に
慣
れ
、
そ
 

れ
が
普
通
に
な
り
ま
す
。
最
初
、
日
本
へ
来
た
 

と
き
は
、
日
本
の
洋
食
は
変
だ
と
思
い
ま
し
た
 

が
、
今
で
は
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
コ
 

ン
ビ
ニ
の
洋
食
弁
当
を
よ
く
買
い
ま
す
。
そ
れ
 

に
、
本
物
の
和
食
に
慣
れ
た
た
め
か
、
ア
メ
リ
 

カ
に
帰
っ
た
と
き
、
ニ
ン
ジ
ン
や
ク
リ
ー
ム
チ
 

ー
ズ
が
入
っ
た
す
し
を
見
る
と
、
ち
ょ
っ
と
気
 

持
ち
悪
い
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
住
む
と
 

慣
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
や
っ
ぱ
 

り
と
り
あ
え
ず
遠
慮
し
ま
す
ね
。
 

30
第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

　
　
　
　
　
　
参
加
申
込
受
付
中
 ◇

日
　
　
時
　
６
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
 

◇
会
　
　
場
　
奥
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

◇
参
加
資
格
　
小
学
１
年
生
以
上
の
健
康
な
方
 

　
　
　
　
　
　
※
車
椅
子
等
で
の
参
加
は
で
き
 

　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
 

　
　
　
　
　
　
※
参
加
は
１
人
１
種
目
の
み
 

◇
参

加

料
　
親
子
の
部
・
高
校
生 
２
、０
０
 

　
　
　
　
　
　
０
円
／
小
中
学
生
 
１
、
０
０
 

　
　
　
　
　
　
０
円
／
一
般
 
２
、
３
０
０
円
 

◇
申
込
方
法
 

　
　
　
大
会
要
項
付
属
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
 

　
　
項
を
漏
れ
な
く
記
入
し
、
参
加
料
を
郵
便
 

　
　
局
か
ら
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
 

　
　
２
人
以
上
で
申
し
込
む
場
合
、
振
込
手
数
 

　
　
料
が
お
得
に
な
り
ま
す
。
 

◇
申
込
締
切
　
５
月
２
日
（
月
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
 

　
事
務
局
（
役
場
奥
川
支
所
内
）
 

　
　
　
│
２
０
０
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
│
２
７
６
４
 

       　
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
参
加
い
 

た
だ
い
て
い
る
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
、
 

６
月
　
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
 

　
本
大
会
は
、
昭
和
　
年
に
第
１
回
大
会
が
始
 

ま
り
、
今
年
で
記
念
す
べ
き
　
回
目
を
迎
え
ま
 

す
。
 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
 

持
ち
と
こ
れ
か
ら
の
大
会
発
展
の
願
い
を
込
め
 

て
、
今
大
会
を
盛
大
に
開
催
す
べ
く
現
在
準
備
 

を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
ラ

ン
ナ
ー
を
迎
え
、
大
会
前
日
に
は
、
そ
の
方
に

よ
る
マ
ラ
ソ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
大
会
参
加
を
心
か
ら
お
 

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

19

51

19

49

49

10

30

第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
　
回
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

　
　
　
　
　
　
参
加
申
込
受
付
中

　
　
　
　
　
　
参
加
申
込
受
付
中
 

30　西会津スポーツクラブでは、「町 
民１人、１スポーツ」の定着を図る 
ために、誰でも気軽に取組める教室 
を用意しております。 
　みなさん、お誘い合わせのうえ、 
ご入会ください。なお、入会申込は、 
１年を通して受け付けています。 
　開講は、４月下旬から教室ごとに 
順次行う予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＝教 室 名＝ 
・親子スイミング・ウォーキング   
・水中ウォーキング・レ ク ダ ン ス 
・ストレッチ体操・エアロビクス 
・グランドゴルフ・卓　球　　など 
＝年 会 費＝   
　小中学生2,500円／16～59歳4,500 
　円／60歳以上3,800円 
　※幼児、身体障害者手帳所持者は保険料のみ 
　※プール使用料は別途自己負担 
＝入会方法＝ 
　　入会申込書に必要事項を記入し、 
　年会費と顔写真を添えて、町公民 
　館へ提出してください。 
【問い合わせ先】 
　町公民館（教育課社会教育係） 
　　　　　４５－３２４４ 

平成17年度会員募集 

一緒にスポーツを 
楽しみましょう。 
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結核菌 
に感染 

菌が冬眠状 
態に入る 

再び活動 
を開始 

発 病  

菌が増え 
続ける 免疫の働き 

が不十分 
発 病  

免疫が働く 
免疫低下 

〈　結核の感染と発病のしくみ　〉 

具 体 的 な 見 直 し の 内 容  

◆ＢＣＧ予防接種◆ 

　４歳までにツベルクリン反応検 
査の陰性者に接種 
　　　　（年１回実施） 

　ツベルクリン反応検査は実施せ 
ずに、生後６ヵ月までに直接接種 
（毎月３～４ヵ月児健診に実施） 

◆市町村における検診◆ 

19歳以上、毎年度実施 
（働き盛り検診・総合検診で実施） 

65歳以上、毎年度実施 
（総合検診で実施） 

改
正
後
 

現
　
行
 

～４月から結核予防法が一部改正されます～ 

 結
核
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
①
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
と
き
は
受
診
 

　
　
　
セ
キ
や
タ
ン
、
血
タ
ン
、
胸
痛
、
発
熱
 

　
　
な
ど
の
症
状
が
続
く
場
合
は
必
ず
受
診
し
 

　
　
ま
し
ょ
う
。
 

  　
②
か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
高
め
る
 

　
　
　
抵
抗
力
が
高
け
れ
ば
、
結
核
に
感
染
し
 

　
　
て
も
、
発
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
　
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
、
十
分
な
休
 

　
　
養
と
睡
眠
、
適
度
な
運
動
な
ど
を
心
が
け
 

　
　
ま
し
ょ
う
。
 

    　
③
赤
ち
ゃ
ん
に
は
早
め
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
」
 

　
　
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
、
結
核
菌
か
ら
体
を
守
 

　
　
る
た
め
の
免
疫
を
つ
け
る
方
法
で
す
。
生
 

　
　
後
６
ヵ
月
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

   　
④
　
歳
以
上
の
高
齢
者
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
１
度
の
検
診
を
 

　
　
　
結
核
を
早
期
に
発
見
で
き
る
こ
と
が
あ
 

　
　
り
ま
す
。
特
に
、
過
去
に
古
い
結
核
の
影
 

　
　
が
あ
る
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
 

　
　
は
、
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

 高
齢
者
に
結
核
が
多
い
理
由
 

　
新
し
い
結
核
患
者
の
４
割
を
　
歳
以
上
の
高

齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の

多
く
が
、昔
、結
核
が
蔓
延
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
 

結
核
菌
に
感
染
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時

感
染
し
て
い
た
と
し
て
も
、
若
い
う
ち
は
、
免

疫
の
力
で
発
病
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
高
齢
に
な
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
で

免
疫
力
が
低
下
し
た
た
め
、
再
び
結
核
菌
が
活

動
を
始
め
た
の
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
患

者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
 

　
結
核
の
患
者
数
は
、
戦
後
、
大
幅
に
減
 

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
の
改
善
 

傾
向
が
鈍
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
 

者
の
年
齢
を
見
て
み
る
と
、
高
齢
者
の
占
 

め
る
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
 

の
よ
う
な
結
核
を
取
巻
く
状
況
の
変
化
を
 

踏
ま
え
、
結
核
予
防
法
の
見
直
し
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

70

65
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社会教育係  

調理実習室  

物　　　置  

みんなの広場 みんなの広場 
石
川
美
智
子
 

　
　
〔
下
野
尻
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
好
き
な
場
所
は
？
 

　
家
の
台
所
 

　
（
仕
事
を
終
え
て
一
番
長
く
居
る
 

　
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
 

　
ゆ
っ
く
り
で
き
て
、
子
ど
も
と
一
 

　
緒
に
会
話
が
で
き
る
か
ら
）
 

あなたの趣味は？ 

　みんなが寝静まっていると 

きの料理作り。 

（ゆっくり取組めるから。） 

 

最近感動したことは？ 

　ガン宣告後も前向きに生き 

た世界的プロウィンドサーフ 

ァーの飯島夏樹さんの生涯 

自分を一言で表現するとしたら？ 

　応用の利かない人 

 

これからやってみたいことは？ 

　今まで行くことのできなか 

った友だちとの旅行。行けれ 

ばどこでも良いです。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｔ．Ｕさん（宝川） 

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
家
 

族
の
理
解
と
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
」
 

　
今
月
は
西
会
津
国
際
芸
術
村
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
 

と
し
て
、
２
人
の
芸
術
家
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
仲
川
シ
マ
子
 

さ
ん
（
平
明
）
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
「
仕
事
を
辞
め
て
家
に
い
た
と
き
に
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

活
動
を
し
ま
せ
ん
か
と
い
う
誘
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
ボ
ラ
ン
 

テ
ィ
ア
活
動
に
は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
し
、
人
の
世
 

話
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
か
ら
…
…
。
家
族
も
支
援
し
て
 

く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
 

め
ま
し
た
。
」
 

　
芸
術
村
で
の
活
動
は
、
毎
日
が
と
て
も
新
鮮
だ
と
話
す
仲
川
 

さ
ん
。
 

　
「
言
葉
が
通
じ
な
く
て
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
 

エ
グ
リ
さ
ん
と
キ
ャ
ス
タ
ス
さ
ん
に
接
し
て
い
く
う
ち
に
、
話
 

し
て
い
る
こ
と
が
何
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
 

彼
ら
と
接
し
て
特
に
感
じ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
や
地
 

元
の
人
た
ち
が
２
人
に
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
お
返
し
を
し
て
 

く
れ
る
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
に
大
変
感
心
し
ま
し
た
。
」
 

　
最
後
に
、
「
こ
の
芸
術
 

村
事
業
は
、
初
め
て
の
こ
 

と
な
の
で
、
す
ぐ
に
興
味
 

を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
難
 

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
芸
 

術
村
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
 

２
人
の
素
晴
ら
し
い
作
品
 

に
ぜ
ひ
触
れ
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
 

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　星　美保さん（3月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　子どものスポ少、今年が最後なの 
で、頑張って応援に行きましょう。 
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1 階  

本
庁
舎
 

本
庁
舎
 

　４月から国民年金制度が改正となりました。主な 
改正点は次のとおりです。 
 
 
　平成17年４月から平成18年３月までの１月あたり 
の国民年金保険料が、現在の「13,300円」から「13,580 
円」に引き上げとなりました。 
 
 
　現在、口座振替での保険料の納付は、前月分を翌 
月末に支払うことになっています。 
　４月からは、口座振替を利用する場合にのみ、当 
月分の保険料をその月に支払うことで保険料が40円 
割引となる「早割制度」が導入されました。 
　「早割制度」をご希望の方は、社会保険事務所、ま 
たは口座をお持ちの金融機関へお申し込みください。 
 
 
　これまで、所得が一定額以上の世帯主（親など） 
と同居している場合、保険料免除の対象とはなりま 
せんでした。４月からは、学生以外の20歳代の方は、 
本人（配偶者を含む）の所得が一定以下（収入で122 
万円が目安）の場合、申請により保険料が猶予され 
ます。 
 
　国民年金制度の改正に関する詳しい内容について 
は問い合わせ先まで。 
 
【問い合わせ先】 
　会津若松社会保険事務所　０２４２－２７－６９５１ 
　町民情報課町民生活係　　４５－２２１５ 
 

45 45

45

30

4545

17

（金） 

（月） 

                     　
み
な
さ
ん
に
ご
 

利
用
い
た
だ
い
て
 

い
ま
す
町
民
バ
ス
 

の
運
行
時
刻
が
、
 

４
月
１
日
か
ら
変
 

更
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
た
 

時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
地
域
活
性
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
３
 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
枝
線
は
 

　
教
育
課
学
校
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
６
 

                     　
平
成
　
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等
 

帳
簿
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
 

期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
 

人
や
家
族
以
外
の
方
は
委
任
状
が
必
 

要
と
な
り
ま
す
。
 

　
◆
縦
覧
期
間
 

　
　
４
月
１
日
　
〜
５
月
２
日
 

　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

　
　
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

　
◆
縦
覧
場
所
 

　
　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

                    　
町
で
は
、
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
 

業
に
よ
る
農
地
の
売
買
・
賃
借
等
の
 

契
約
手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
農
地
の
売
買
（
所
有
権
移
転
）
の
 

場
合
、
農
業
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
や
 

県
農
業
振
興
公
社
を
介
し
て
認
定
農
 

業
者
が
買
入
れ
す
る
と
、
売
り
手
は
 

譲
渡
税
の
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
 

が
で
き
ま
す
。買
い
手
に
つ
い
て
も
、
 

不
動
産
取
得
税
や
登
録
免
許
税
の
軽
 

減
が
受
け
ら
れ
、
登
記
手
続
き
も
町
 

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
 

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
農
地
の
賃
借
等
（
利
用
権
 

設
定
）
の
場
合
は
、
契
約
期
間
が
終
 

了
す
れ
ば
、
農
地
は
所
有
者
に
戻
っ
 

て
く
る
制
度
で
あ
り
、
安
心
し
て
貸
 

し
借
り
が
で
き
ま
す
。
 

　
買
い
手
や
借
り
手
が
す
ぐ
に
決
ま
 

る
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

    　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
イ
ル
 

ド
シ
ー
ト
購
入
費
補
助
に
代
わ
り
、
 

４
月
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
 

出
し
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

　
◆
対

象

者
 
 
 

　
　
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
１
 

　
　
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児
を
養
育
 

　
　
す
る
保
護
者
 

　
◆
貸

出

品
 

　
　
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
及
び
ジ
 

　
　
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
 

　
◆
貸
出
期
間
 

　
　
　
貸
出
決
定
日
〜
年
度
末
 

　
◆
使

用

料
 

　
　
　
無
料
 

    【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
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議　　会 

第2会議室 

総務税政課 
健康福祉課 町民情報課 

出納室 

宿直室 

入　口 

まちづくり政策室 

町長室 議長室 

大会議室

第一会議室 

2 階  
＝ 北川先生の講演会を開催 ＝ 

　　　　　　　　　　　町は、昨年９月に「自立宣 
　　　　　　　　　　言」をし、合併しない独自の 
　　　　　　　　　　町づくりを進めていくことと 
　　　　　　　　　　しました。 
　　　　　　　　　　この趣旨に基づき、住民自治 
　　　　　　　　　　基本条例を策定し、町民・議 
　　　　　　　　　　会・行政が一体となった協働 
　　　　　　　　　　のまちづくりを進めていくこ 
　　　　　　　　　　とが重要となります。 
　そこで、住民自治基本条例の策定に助言をいただ 
く北川正恭先生を講師に招き、講演会を開催いたし 
ます。みなさん、ぜひお聞きください。 
　　■日時　　４月24日（日） 
　　　　　　　午後１時30分～ 
　　■場所　　西会津中学校多目的ホール 
　　■講師　　早稲田大学大学院教授 
　　　　　　　北川正恭先生（前三重県知事） 
　　■演題　　「住民参画による地域経営 
　　　　　　　　～住民自治基本条例（町 
　　　　　　　　の憲法）の制定～」 
【問い合わせ先】 
　　まちづくり政策室　　４５－４５３６ 

   　
町
で
は
、
町
内
の
個
人
や
団
体
が
、
 

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
組
み
、
 

地
域
活
性
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
 

事
業
」
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
が
こ
の
補
 

助
制
度
を
利
用
し
、「
ふ
る
さ
と
お
こ
 

し
」「
地
域
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
き
 

ま
し
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
 

的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
問
い
 

合
わ
せ
先
ま
で
。
 

　
◆
対

象

者
 
 
 

　
　
町
内
の
個
人
や
団
体
 

　
◆
補
助
金
額
 

　
　
　
予
算
の
範
囲
内
で
総
事
業
費
 

　
　
の
　
％
以
内
（
原
則
と
し
て
 

　
　
万
円
ま
で
）
。
 

 
◆
申
込
期
限
 

　
　
４
月
　
日
　
ま
で
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
商
工
観
光
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
３
 

    　
町
で
は
、
４
月
か
ら
児
童
に
関
す
 

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
窓
口
で
は
、
子
ど
も
の
問
題
 

や
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
や
通
告
を
 

受
付
け
ま
す
（
電
話
で
の
相
談
や
通
 

告
も
受
付
け
ま
す
）
。
 

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
 

れ
ま
す
。
 

　
◆
受
付
日
時
 

　
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
 

　
　
　
　
　
（
祝
日
を
除
く
）
 

　
　
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

　
◆
相
談
窓
口
 

　
　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

　
※
な
お
、
従
来
ど
お
り
会
津
児
童
 

　
　
相
談
所
で
も
相
談
を
受
付
け
て
 

　
　
い
ま
す
。
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
３
４
８
２
 

   　
福
島
百
名
山
の
一
つ
で
あ
る
須
刈
 

岳
の
山
開
き
を
４
月
　
日
（
み
ど
り
 

の
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
 

　
須
刈
岳
は
、
標
高
　
ｍ
と
比
較
的
 

低
い
山
な
の
で
、
約
１
時
間
程
度
で
 

登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
当
日
は
、
山
頂
で
の
お
楽
し
み
抽
 

選
会
や
下
山
後
の
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
な
 

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
 

会
に
ご
家
族
で
参
加
く
だ
さ
い
。
 

　
◆
集
合
場
所
 

　
　
上
野
尻
西
光
寺
前
広
場
 

　
◆
集
合
時
間
 

　
　
午
前
８
時
　
分
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
須
刈
岳
山
開
き
実
行
委
員
会
事
務
 

　
局
（
上
野
尻
自
治
区
長
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
８
４
８
 

   　
町
で
は
、
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
 

に
も
、
町
の
情
報
や
話
題
を
提
供
す
 

る
た
め
、毎
月「
広
報
に
し
あ
い
づ
」
 

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
の
親
戚
や
知
人
の
方
な
 

ど
、
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
 

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
◆
購
読
料
 

　
　
年
間
２
、
０
０
０
円
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
ヵ
月
分
）
 

　
　
な
お
、
負
担
金
は
郵
便
小
為
替
 

　
ま
た
は
現
金
書
留
で
送
金
く
だ
さ
 

　
い
。
 

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
地
域
活
性
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
３
 

50
22

（金） 

10

45

45

45
12

47 27

3020

440 29

　４月から、健康増進法等 
に基づき学校敷地内が全面 
禁煙となりました。 
　児童生徒の受動喫煙防止 
及び喫煙防止教育のため、 
みなさんのご協力をお願い 
します。 

４月から学校敷地内が全面禁煙 
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鈴　木　キクヨ（88）善　次　　母　　２町内 
橋谷田　欣　一（71）チヱ子　　夫　　9町内1 
池　田　龍　馬（69）タツ子　　夫　　9町内2 
皆　川　マサヨ（82）清野昭　　姉　　さゆりの園 
山　口　キ　ヨ（91）　健　　　母　　高　目 
佐　藤　　　勝（76）幾　世　　夫　　杉　山 
佐　藤　キヨノ（90）春　美　　母　　杉　山 
小　椋　ワ　イ（83）時　男　　母　　弥平四郎 
石　田　リ　イ（97）安　雄　　母　　小綱木 

◆日時　４月 7日（木） 

　　　　　　27日（水） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

4月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第１期 
○軽 自 動 車 税 

4月11日（月） 納期限 

5月 2日（月） 納期限 

人　口　　８，９０１人　　　－１７人 
　男　　　４，３０８人　　　－　８人 
　女　　　４，５９３人　　　－　９人 
世　帯　　２，９６０世帯　　－　５世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

西　田　美　妃ちゃん　高・福江　　　西　林 

小　椋　楽　人くん　　新一・チャン　弥平四郎 

み 

がく と 

き 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

塩 川 町 

会津若松市 

会津坂下町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

猪苗代町 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

佐 原 病 院  
ゆうゆうクリニック 
佐藤内科小児科医院 
わたなべクリニック 
えんどうクリニック 
坂下厚生総合病院 
県 立 喜 多 方病院  
渡 邉 小 児 科医院  
福西内科小児科医院 
森 田 小 児 科医院  
穴沢耳鼻咽喉科医院 
小 野 病 院  
あきもと整形外科クリニック 
佐藤内科循環器科医院 
さとう小児科医院 
あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 
鳴 瀬 病 院  
い と う 眼 科  
くらしげ内科小児科医院 
浜 崎 小 児 科 医院  
佐 瀬 皮 膚 科医院  

0241（22）5321 
0241（22）2111 
0242（27）3786 
0242（24）0506 
0242（33）0700 
0242（83）3511 
0241（22）2181 
0241（22）3133 
0242（26）3666 
0242（27）7686 
0242（29）0033 
0241（22）0414 
0241（21）1515 
0242（26）2820 
0242（24）0830 
0242（28）1205 
0241（24）3333 
0241（22）5900 
0242（39）3550 
0242（27）0951 
0242（33）1122

 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 

24 
（日） 

17 
（日） 

斎 藤 歯 科  

平山歯科矯正歯科 

小 久 保 歯 科  

栗 城 宏 昌 歯 科  

小 汲 歯 科  

栗 城 歯 科  

佐 藤 歯 科  

桑 原 歯 科  

0241（27）7711 

0242（27）0425 

0242（83）2421 

0242（28）4350 

0241（22）0154 

0242（24）6711 

0242（62）3055 

0242（26）4023

10 
（日） 

17 
（日） 

24 
（日） 

29 
（金） 

10 
（日） 

29 
（金） 

　これからの時季、空気が乾燥し、火災が発生しや 
すくなります。 
　特に春先は林野火災が多く発生していますので、 
野焼きやタバコの投げ 
捨ては絶対にしないよ 
うお願いします。 
　火災は、１人ひとり 
の注意で防げることか 
ら、火の取扱いには十 
分気をつけましょう。 

火災の発生しやすい季節です 


